
開催地名 和歌山県 串本町 

開催日時 令和６年１０月１０日（木）１８：３０～２０：００ 

開催場所 串本町役場庁舎 

語り部 石川 善憲（茨城県日立市） 

参加者 地区自主防災組織関係者、防災士、小・中学校長、町職員  計66名 

開催経緯 近年、日本各地で地震や豪雨等による災害が多発しており、より一層の防災意識の向上、日頃の

備えが必要となっており、地域の災害対応力の強化や地域住民の防災意識向上を図ることを目

的とし、自主防災組織関係者および防災士の方などを対象に、本講演会を開催。 

内容 ■ 登壇者情報 

登壇者は、日立市立久慈中学校の元校長であり、東日本大震災の際に避難所の開設を指揮し

た。震災直後、久慈中学校には一時3000人以上の避難者が押し寄せたが、学校全体が協力

し、迅速な避難所運営を行った経験を持つ。 

 

■ はじめに 

茨城県日立市久慈町は、漁業で栄えた町であり、講演者はその環境や町民性に、和歌山県串本

町との共通点を感じるという。昨年、日立市は台風13号によって甚大な被害を受け、新庁舎も

損傷し、修理費として数十億円がかかることになった。 

災害の特徴として、徐々に避難レベルが上がるのではなく、突然「レベル4」の異常事態になる

ケースがある。特に斜面の冠水などは避難指示をそのまま守るだけでは逆に危険となることも

あり、現場の判断が極めて重要であると述べた。 

日立市は比較的災害の少ない地域であり、東日本大震災が発生するまでは大規模な災害を経

験していなかった。しかし、災害対策は「いつか来る」と思って備えることが何よりも重要であ

ると強調した。 

 

■ 久慈町の立地と津波被害 

震災時、久慈町では港湾の自動車会社の駐車場で出荷前の車1400台が津波によって流さ

れ、その後、塩水に浸かった車が爆発し、延焼した。 

また、講演者が現在勤務している久慈交流センターは、東海第二原発から3.2kmの距離に位

置しており、津波被害の経験と原発との距離から、住民の避難意識が高い。 

津波はハザードマップ通りの範囲で発生し、被災直後には久慈中学校の体育館と校舎が避難民

で溢れかえった。新聞には「3000人が避難」と報じられたが、実際にはそれ以上の人数が避難

していたと考えられる。 

 

■ 震災から避難所の開設 

震災発生時は、ちょうど「帰りの会」の時間帯であった。時間によっては生徒が落下物の被害を

受ける危険性があったが、幸いにも職員室からハンドマイクで全生徒へ指示を出せる環境にあ

った。 

当初は教室内で待機していたが、次第に揺れが強まり、最終的には生徒を校舎の外へ避難させ

た。この時点では立っていることも困難なほどの激しい揺れが発生していた。 

その後、避難者が車で次々と校内に集まり、駐車場の整備が急務となった。事前に学校行事で

駐車場整備を経験していた教職員の対応により、大きな混乱は避けられた。 

また、被害の拡大を防ぐため、以下の対応を実施した。 

•ガラスの飛散防止：体育館のガラスが割れるのを防ぐため、カーテンを閉めて使用。 

•物資確保：近隣の支援センターを確認したが、毛布70枚しかなかったため、追加の物資を地

域住民に呼びかけた。 

•水の確保：久慈中にはプールがなかったため、水道が使えるうちにあらゆる器に水を貯めた。 

•避難本部の設置：生徒たちに校庭へテントを立てるよう指示し、後に本部として活用。 

•電源確保：近くの工事業者が発電車を提供し、停電時の電源供給を行った。 

•暖房対策：学校にある灯油をすべて集め、暖房を確保。 

•安否確認の対応：携帯電話はつながらなかったが、固定電話の方が通じやすく、避難者の安否

確認の電話がひっきりなしにかかってきた。 



•飲料水の供給：講演者の自宅の井戸水をピストン輸送で運搬。 

地域住民の協力により、リヤカーいっぱいの毛布が集まり、足りない場合は生徒たちが整理券

を配布することで対応した。 

また、近隣のスーパーや鮮魚店から食料が提供され、炊き出しが始まった。避難者も生徒も協

力的で、自然と分担して手伝いが行われた。 

 

■ 避難所の運営 

•中学生の引き渡し：震災翌朝8時には、生徒は全員親へ引き渡し完了。 

•教職員の運営体制：男性教員が4時間交代制で運営を担当。女性職員も支援を継続。 

•高齢者・障がい者の対応：目の見えない方は校長室へ避難し、状況を逐一説明して安心させ

た。寝たきりの高齢者は家族と共に保健室へ誘導。 

•トイレの管理：トイレ問題が最大の課題となり、生徒たちが率先して掃除やくみ取り作業を行っ

た。翌日には清掃業者に依頼。 

•情報の混乱を防ぐ対応：避難所では「偉い人が逃げた」などの噂が飛び交ったが、不確かな情

報には「わからない」と正直に伝え、正確な情報を優先した。 

•避難生活の多様化：全員を体育館に収容することはできず、車中泊をする避難者もいた。推奨

される行動ではないが、実際には助かった人もいた。 

•市役所の対応開始：震災4日目から市役所が動き始め、避難所の運営が円滑化。子どもたちも

手伝いを終え、帰宅を促された。 

 

■ 避難所の良かった点 

避難所運営において、教職員だけではなく、生徒たちの献身的な働きが大きな助けとなった。 

生徒たちは自主的に避難所の整理や清掃を行い、避難者の支援にも積極的に関わった。その

姿勢に避難者たちも感銘を受け、帰る際には多くの感謝の言葉が寄せられた。 

 

■ むすび 

実際に被災すると、避難所の運営は教職員だけでは対応しきれず、地域住民や学生の協力が不

可欠である。そのために、日頃から課外活動やお祭りなどを通じて地域との関係を深めておく

ことが重要である。 

久慈町では、地域の広報誌やイベントを活用し、住民の防災意識を高める活動を続けている。 

災害は「来ない」と思わず、常に「来る」と考えて備えることが、命を守る最善の策であると強調

し、講演を締めくくった。 

 

開催地より 大規模災害発生直後は、各避難所において、地域住民が中心となって初動対応していただくこと

になるため、今後、地区自主防災組織関係者と連携した避難所開設・運営に係る訓練や啓発活動

を継続していくとともに、各避難所への分散備蓄を進めていきたい。 
 

 


